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【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 【 従 来 の 技 術 】
　 一 般 に 、 光 デ ィ ス ク で は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 基 板 上 に 色 素 に よ る 記 録 膜 が 設 け ら れ て い
る 。 こ の 記 録 膜 は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 基 板 上 に 色 素 溶 液 を 液 体 吐 出 用 ノ ズ ル か ら 滴 下 さ せ 、
ス ピ ン コ ー ト 法 に よ り 均 一 膜 厚 で 薄 膜 状 に 形 成 し た も の で あ る 。
　 従 来 、 液 体 吐 出 用 ノ ズ ル と し て は 、 下 端 部 に 色 素 液 吐 出 口 を 開 口 し た 色 素 液 ノ ズ ル 管 の
み か ら な る 一 重 管 型 の も の が 知 ら れ て い る 。 こ の 一 重 管 型 の も の は 、 金 属 製 管 体 の 下 端 部
に 色 素 液 吐 出 口 を 開 口 し た 単 純 な も の で あ り 、 色 素 液 吐 出 後 に 吐 出 口 周 辺 に 色 素 が 残 留 す
る こ と を
　 こ の た め 、 色 素 残 渣 を 洗 浄 液 で 十 分 に 洗 い 落 と さ ず に そ の ま ま 放 置 し た 場 合 に は 、 新 た
に 色 素 液 を 吐 出 さ せ る と き に 色 素 残 渣 が 洗 い 出 さ れ て 基 板 面 に 塗 布 さ れ 、 色 素 膜 （ 記 録 膜
） に 膜 厚 や 記 録 再 生 特 性 の 異 常 部 分 が 発 生 し て し ま い 、 正 確 な 記 録 及 び 読 み 取 り が で き な
く な る と い う 問 題 が あ っ た 。 色 素 残 渣 を 十 分 に 洗 い 落 と す に は 、 色 素 液 吐 出 口 を 洗 浄 液 中
に 浸 漬 し た り 、 洗 浄 液 を 含 ま せ た 布 類 な ど で 拭 き 取 る な ど 面 倒 な 手 作 業 が 必 要 で あ っ た 。

避 け ら れ な い 。
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